
 

 

次世代を担う子どもたちのために

『TSUNAGUプロジェクト』が 

企業に問いかけるもの 

2022 年からリープが継続してサポートを続けている『TSUNAGU プロジェクト』。 

『TSUNAGU プロジェクト』を運営している SWITCH 株式会社 代表取締役社長の松澤 寛之

さんと、リープ株式会社 代表取締役の堀 貴史が対談し、このプロジェクトを展開する松澤さ

んの想いや、今後の活動、リープがこのプロジェクト支援を通じて得られた価値などを共有し

ました。 

 

リープ株式会社代表取締役 

堀 貴史（左） 

●外資系製薬企業などで、MR、マネジャー、マー

ケ・事業企画部長などを経験。東京都立産業技術

大学院大学を修了し、現在は自然言語処理を用い

たスキル評価や教育デザインを研究。 

●専門：感性工学/教育工学/自然言語処理 修士

（創造技術） 

●資格：認定評価士、認定コーチ、認定アクショ

ンラーニングコーチ

SWITCH株式会社代表取締役社長 

松澤 寛之氏（右） 

●企業コンサルティングを展開する傍ら、社会貢

献事業として『TSUNAGUプロジェクト』を推進し

ている。 

●沖縄・宮古島ではビーチクリーン活動や食糧支

援を、神奈川県・横浜市では TSUNAGU食堂（こど

も食堂）を運営するなど「新規事業推進のスペシ

ャリスト」である。 

●横浜出身、元・プロアメフト選手。 



 

 

『TSUNAGU プロジェクト』について  

SWITCH 株式会社の松澤さんは現在、社会貢献活動と企業をつなぐことを目的とした

『TSUNAGU プロジェクト』を展開しており、こども食堂の運営やビーチクリーン等の活動を

行っています。 

松澤さんは、「企業は日々の業務に追われるあまり、社会の抱える課題に気づきにくいことが

ある」と指摘します。そのような企業に対し、SWITCH 株式会社は社会課題の存在を伝える役

割を担っています。さらに、それらの課題解決に向けて企業ができる取り組みを提案し、実行

を後押しするという橋渡し役となっているのです。 

『TSUNAGU プロジェクト』始動のきっかけ  

松澤さんが『TSUNAGU プロジェクト』を始めたきっかけは、2018 年に遡ります。宮古島で

引き受けていた仕事の依頼主が宮古島の出身で「宮古島に恩返しがしたい」と相談を受けたこ

とがプロジェクト始動の原点となったそうです。 

相談を受けた松澤さんが宮古島の抱える問題を調べたところ、子どもの貧困率が高い沖縄県の

中でも、特に宮古島の子どもの貧困率は最も高く、離婚率も高いという現状を知りました。 

この事実に衝撃を受けた松澤さんは、「子どもたちが困っているのではないか？ 困っている子

どもたちを助けるにはどうしたらよいのだろう？」と考えました。そして、“こども食堂”の存

在を知り、「こども食堂で、子どもたちを助けられるのではないか」と思い至ったそうです。 

当時、松澤さんはこども食堂運営の知見を持ち合わせていませんでした。そこで、「特定非営

利活動法人全国こども食堂支援センター・むすびえ」（以下「むすびえ」）の代表の方からこ

ども食堂について一から学び、宮古島での活動をスタートさせました。 

目指すは、全国 2 万箇所のこども食堂  

松澤さんが「むすびえ」の代表の方に、これからどういう世界を目指しているのかを尋ねたと

ころ「こども食堂を全国に 2 万箇所作りたい」という回答があったそうです。 

「むすびえ」が全国 2 万箇所のこども食堂を目指す理由は、全国の小学校数がおよそ 2 万校あ

るからだそうです。つまり、誰もが歩いて行ける距離にこども食堂があるという、そんな世界

の実現を目指しているのです。 

この崇高な目標に感銘を受けた松澤さんは、宮古島とご自身の地元・横浜でのこども食堂

「TSUNAGU 食堂」の運営に加え、多くのこども食堂に備蓄食やお米券を配る等の食料支援も



 

 

行っています。自分たちのこども食堂のみならず、一つひとつのこども食堂が継続的に運営で

きるよう、バックアップ体制を整えることで、全国 2 万箇所の目標達成に貢献しています。 

TSUNAGU 食堂の特徴と目指す姿  

こども食堂と聞くと、貧困対策、貧困の子どもが行く場所というイメージがあるかもしれませ

ん。しかし、松澤さんによると「困っている子はおいで」と訴えても、実際に来る子どもは少

ないのだそうです。 

一方、TSUNAGU 食堂は「誰でも来ていいよ」というスタンスで、「オープン型」のこども食

堂を運営しています。ゲームやクイズ大会など楽しい企画を用意し、お弁当やお菓子をもらっ

て、子どもたちが「楽しいな、また来たい！」と思えるような居場所作りを大切にしているの

です。 

 

 

 

松澤さんは、「子どもたちの中で、一人でも本当に困っている子どもが助かればそれでよいと

思っています。また、地域の方にもこども食堂に来ていただいて、笑顔になって、ほっとして

ほしい。そうして今後、輪が広がることで、“結果的に貧困対策になっているこども食堂”を目

指しています。」と話します。 

 

 

図 1：子供たちの前でクイズを出す松澤さん 



 

 

TSUNAGU 食堂は「保護者」のための場所でもある  

TSUNAGU 食堂には子どもだけではなく、保護者も一緒に参加します。先日松澤さんは、保護

者からこんな言葉をもらったと話してくれました。 

「こども食堂に来ると、私もほっとします」 

特に現代のお母さんたちは、子育てと仕事の両立に悩む方も多くいます。こども食堂には同じ

ような境遇の人もおり、話すだけでもほっとするのだそうです。 

 

 

図 2：リープの社員からクリスマスプレゼントを受け取る親子 

 

この話を聞いた堀も、横浜市内の TSUNAGU 食堂を訪問した際、保護者の方々が安心して過ご

す様子が印象的だったと話します。 

「TSUNAGU 食堂では、子どもたちだけでなく実は保護者の方も楽しんでいたり、他の方たち

とコミュニケーションを取ることで安心したり……そんな時間が作られていると思いました。

安心して楽しんでいる保護者の方々の様子を見ることで、子どもたちも明るく活動でき、それ

を見た保護者がまたほっとしながら時間を過ごしていた、という印象があり、それはメディア

で見ていたこども食堂のイメージとは全く違うものでした。」 



 

 

 

図 3：塗り絵を完成させて、はいチーズ！リープの社員も一緒に 

地域の課題に応じた活動を行う『TSUNAGU プロジェ

クト』  

一方、沖縄・宮古島での『TSUNAGU プロジェクト』は、「宮古島の海を大事にしよう」とい

う課題を子どもたちに投げかけ、こども食堂の運営とともにビーチクリーン活動を実施してい

ます。 

子どもたちからは、「ゴミがこんなにあるなんて知らなかった」という声や、外国のペットボ

トルが打ち上げられている様子を見て、「海にゴミを捨てると外国にまで影響が及ぶことを実

感した」という感想があるそうです。また、海の環境を守るためのクイズなども実施し、楽し

みながら学べる工夫もされています。 

松澤さんは、いつもゴミ拾いを一生懸命に行ってくれている、ある男の子のエピソードを教え

てくれました。 

その子は、「海に、宮古島のきれいさがいつまでも続くようにお願いしてきた」と話したそう

です。そして、将来は「宮古島の食材を使ったシェフになりたい」という夢を持っているのだ

とか。宮古島のことを思う気持ちが育まれていることを感じて胸に来るものがあったと、松澤

さんは少し震える声で話してくれました。 

（このあたりのお話は、堀も、撮影スタッフも泣きそうになってしまいました。文章だけではお伝えしきれていない部

分もあるかと思いますので、ぜひ動画でもご視聴いただけたらと思います。） 

『TSUNAGU プロジェクト』のビーチクリーン活動を通して、子どもたちは美しい海を守る大

切さを学びながら、宮古島への愛着を深めています。地域の課題に向き合い、解決に向けて行

動する力を育むこども食堂の取り組みは、子どもたちの心に確かな変化をもたらしているよう

です。 



 

 

 

こども食堂を通じて育まれる、子どもたちの「心」の

成長  

松澤さんのエピソードを聞いた堀は TSUNAGU 食堂訪問時に感じた子どもたちの行動について

話しました。 

「私たちが訪問した際に、弊社のキャラクターの『ブンちゃん』の塗り絵をする場面がありま

した。そこで、子どもたちは私たちリープのことも気にかけてくれて、塗り絵にわざわざ『リ

ープ』って書いてくれたんです。“これをしたら喜んでくれるかな？”と、子どもたちなりに社

会・周りを見て“今何をしてあげるといいかな？”と考えてくれている……その純粋な気持ちが

嬉しいと思いました。 

こども食堂と聞くと、貧困をどうにかしようとか、食べ物を提供することと思いがちですが、

おそらくそれは本当の意味で貧困の解消にはならなくて、もっと先の目標・ゴールなどを掲げ

てあげて、そこに向かう過程の中で貧困などが解決されているのかなと思いました。」 

 

図 5：上手に塗り絵が完成しました！ 

図 4：宮古島でのビーチクリーン活動の様子 



 

 

松澤さんは「今のお話を聞いて、人の気持ちを察するような心を育むことが出来ていることを

感じました。」と話し、以下のように続けます。 

「こども食堂に来ている子どもたちに何を伝えたいかというと、“君たちは色々なことができる

んだぞ”ということです。塗り絵を通して“絵描きになりたい”とか、“自分はこれが好きだった

んだ”とか、“これをやりたい”といった、普段の家庭や学校ではできないような体験をさせてあ

げて、子どもたちの可能性が広がればいいなと思っています。」 

こども食堂で提供したい体験と学び  

松澤さんは、こども食堂を通じて学校のような勉強ではなく、色々な「体験」ができる機会を

増やしたいと考えているそうです。そして、リープの TSUNAGU 食堂での活動で特に印象に残

ったことが「褒め合って自己肯定感を高めるというもので、学校ではなかなかそのような機会

はないと思うので、そういったことが TSUNAGU 食堂でできる『教育』なのではないか」と考

えているそうです。 

これに対して堀はリープが行う“大人の教育”（アンドラゴジー）について触れ、 

「私たちは、知識教育を脱却して、現場で活かせる学びとは何なのか、スキルアップのために

どのような学び方、教え方が必要なのかということを研究しています。実際に問題解決という

体験をしてみて、それに対してフィードバックを受けて、次のステップにつなげていくという

ことが基本中の基本になります。だからこそ、仕事のスキルアップができるようになると考え

ています。」 

と説明し、TSUNAGU 食堂で褒めあうことを実施した背景には、「何かをしたら、“よかった

よ”とか“もう少しこうしたらよかったね”というフィードバックを受けることで、次のチャレン

ジへの動機につながるという考えがあった」と話します。 

しかも、それが学校の先生から生徒へ行われるような一方的なものではなく、お互いが人とし

て対等にフィードバックできる環境がより大切だと堀は指摘します。TSUNAGU 食堂では大人

も子どもも、みんなが同じように塗り絵をして、それをお互いにフィードバックしあうことが

できます。そのような学びを体験した人が社会に出れば、もっとよい学びが生まれるはずだと

堀は期待を寄せました。 

松澤さんもリープのこの分野での強みを認識しており、「TSUNAGU 食堂でぜひ活かしていた

だき、子どもたちの体験に役立ててほしい」と話してくれました。 

  



 

 

企業による、こども食堂支援の意義と継続の重要性  

リープが『TSUNAGU プロジェクト』に関わって２年が経過しました。 

活動を通して、リープという会社やそこで働く従業員にはどのような変化があったのでしょう

か。また、これからの時代、企業は社会貢献活動とどう向き合っていくべきなのでしょうか。 

企業の社会的使命  

堀は、こども食堂支援が企業の社会的使命になり得ると述べ、従業員のモチベーション向上に

もつながると語りました。 

「企業の一つの社会的な使命として、“私たちはこういう活動をする”のだということが軸にあ

ると前向きに仕事ができると思うので、他の企業にもお勧めしたいです。私たちにできること

は微力ではありますが、こういった支援を継続して行うことが大切だと考えています。子ども

たちが成長していき、何年か経って大人になったところを見届けていけるような、永く続けて

いけることが自分たちにできることですし、それをやらなければならないと思っています。こ

の活動ができなくなるということが無いように、会社を発展させていくことが自分たちの使命

ではないかと思っています。」と堀は話します。 

また、「こういった活動を自分たちのお客様など、関わる企業の方々に知っていただくこと

で、さらに広がっていくと思うので、少しでも発信できればと思います」とも述べ、

『TSUNAGU プロジェクト』の認知度向上に努めていくことを松澤さんにお伝えしました。 

▶リープ株式会社では、TSUNAGU 食堂での様子等の CSR 活動を note に掲載しております。

ぜひご覧ください。 https://note.com/leapkk 

継続的な支援の重要性  

「企業に望むこと」として松澤さんは、まだまだこども食堂のことを知らない企業も多いた

め、こども食堂について知ってほしいと話します。 

2019 年には全国におよそ 3,000 箇所程度だったこども食堂は、2023 年 12 月時点で 9,135 箇

所にまで増加。コロナ禍でのつながりの希薄化を背景に、地域のつながりを再構築する動きが

広がっているということが一因となり増加したそうです。また、企業がこども食堂の運営に関

わるようになってきたことも大きな理由だと松澤さんは分析しています。 

しかし、現状はまだまだ足りていません。「社会貢献活動の一環としてこども食堂を選択して

ほしい」と松澤さんは訴えます。 

https://note.com/leapkk


 

 

この松澤さんの想いに対して堀は、「実際に初めて TSUNAGU 食堂にお伺いしたときに、私た

ちが用意したクイズや塗り絵などに子どもたちが一生懸命取り組んでいる姿や、親御さんたち

が喜んでいる姿を見ることが出来ましたし、普段できないような体験をさせてもらいました。

私たちは、提供する側だと思っていたのですが、逆に、そのような経験を“させてもらう側”に

なっていたことに気づいたんです。貰うことばかりだったなと思いました。そういう体験がで

きるのも、この様な活動をする醍醐味だと思います。」 

 

 

図 6：私たちがもらった「ギフト」について、リープ公式 noteで発信しています。 

（画像クリックで記事をご覧いただけます） 

 

これに対し松澤さんは「企業の方が参加する場合、“（一時的に）食品を提供しました”という

ような、瞬間風速的な活動が多いのですが、可能であれば企業と子ども食堂がもっと継続的に

つながってほしいと思っています。少しでもいいので、ずっとつながっていてもらえれば、そ

の中で見えてくるものが絶対にあるはずです。」と、継続的な支援の重要性を訴えました。 

そして堀は毎年 11 月の TSUNAGU 食堂訪問の理由を明かします。 

図 7：待ちきれずにプレゼントをのぞくお子さんの姿 

https://note.com/leapkk/n/n507090dac72d


 

 

「“リープのイベントがある、ということはいよいよクリスマスだね“という感覚が定着したら

いいなと思っているんです」。すると松澤さんは、「11 月のリープさんのプレゼントが豪華な

ので、12 月のクリスマス本番のプレゼントをどうしようか悩むんですよ」と笑顔で話してくれ

ました。 

継続するからこそ見えるもの。 

私たちリープは、それをこの短期間のうちに体験していますし、これからももっとたくさんの

ことを見ていけると信じています。 

『TSUNAGU プロジェクト』の今後のビジョン  

松澤さんは、今後もこども食堂を含めた『TSUNAGU プロジェクト』の活動を大きくしていき

たいと考えているそうです。また、他のこども食堂の運営が継続できるように支援をしたいと

いいます。そうすることで、むすびえが目指す、こども食堂 2 万箇所に少しでも近づくと松澤

さんは考えています。 

『TSUNAGU プロジェクト』の取り組みは、SDGs が掲げる「誰一人取り残さない」社会の実

現に向けた一歩です。 

こども食堂という形で、地域のつながりを再生し、子どもたちの可能性を広げる活動は、今後

ますます注目されていくでしょう。TSUNAGU 食堂の活動支援やこのような発信を通じて、私

たちリープ株式会社も、こども食堂の数、そして子どもたちや親御さんの笑顔がもっと増える

ことに寄与していきたいと考えています。 

松澤さんと堀の対談から見えてきたのは、こども食堂が持つ可能性の大きさと、それを支える

企業の役割の重要性でした。そして、こども食堂と企業が永くつながることで見えてくるも

の、そこにはお金には換算できない価値があると私たちは考えています。 

一人でも多くの子どもたちや保護者、地域の方が、安心して過ごせる居場所を得て、自分の可

能性を信じて成長していける社会。そんな未来の実現に向けて、SWITCH 株式会社の

『TSUNAGU プロジェクト』とリープ株式会社の取り組みは、これからも続いていきます。 

2024 年 7 月 

リープ株式会社 

 


